
＜６月補正予算【追加提案分】（案）の概要＞

令和５年度宮津市６月補正予算【追加提案分】(案)の概要

■一般会計 ：

伸 率 R4(6月補正後)

        千円       千円         千円 ％         千円

11,891,923 139,000 12,030,923 9.4 11,002,162 

5,371,819 5,371,819 △2.1 5,485,364 

3,058,654  3,058,654 2.5 2,984,483 

20,322,396 139,000 20,461,396 5.1 19,472,009 

会 計 補正前予算額 補正予算額 計
対 前 年 同 期 比

合 計

公 営 企 業 会 計

一 般 会 計

特 別 会 計

■一般会計 ：■一般会計 ：総合的な移住定住対策として、京都府の事業採択等に伴う住環境の充実に向けた空き家利活用モデ

ルの構築等を行うほか、国の事業採択を受けた観光地の高付加価値化やインバウンド誘客推進に向

けた取組として、宿泊データ収集分析システムの構築やガストロノミーツーリズムの実証事業、阿

蘇海・府中地区のナイトコンテンツ造成、海の京都「みやづBAY花火（仮称）」に係る経費を計上す

るもの。
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　令和５年度一般会計歳入歳出補正予算【６月補正（追加提案分）・第３号】

　歳　　入 (単位：千円) 　歳　　出 (単位：千円) 

区　分 補正前の 補正後の 区　分 補正前の 補正後の

 　款 予 算 額 予 算 額  　款 予 算 額 予 算 額

1 市 税 2,460,902 2,460,902 1 議 会 費 131,823 131,823

2 地 方 譲 与 税 83,600 83,600 2 総 務 費 1,998,851 14,000 2,012,851 定住・空き家対策推進事業

3 利 子 割 交 付 金 900 900 3 民 生 費 3,286,247 3,286,247

4 配 当 割 交 付 金 19,000 19,000 4 衛 生 費 1,158,866 1,158,866

5 株式等譲渡所得割交付金 12,200 12,200 5 労 働 費 3,510 3,510

6 法 人 事 業 税 交 付 金 30,000 30,000 6 農林水産業費 379,039 379,039

7 地 方 消 費 税 交 付 金 445,000 445,000 7 商 工 費 402,965 125,000 527,965
持続可能な観光地域づくり事業　120,000
大阪・関西万博きょうとの力創出・発信事業　5,000

8 ゴルフ場利用税交付金 5,800 5,800 8 土 木 費 1,142,061 1,142,061

9 環 境 性 能 割 交 付 金 11,400 11,400 9 消 防 費 740,521 740,521

10 地 方 特 例 交 付 金 6,600 6,600 10 教 育 費 1,096,191 1,096,191

11 地 方 交 付 税 4,365,000 4,365,000 11 公 債 費 1,543,049 1,543,049

12 交通安全対策特別交付金 1,800 1,800 12 予 備 費 8,800 8,800

13 分 担 金 及 び 負 担 金 96,517 96,517 11,891,923 139,000 12,030,923

14 使 用 料 及 び 手 数 料 271,292 271,292

15 国 庫 支 出 金 1,470,083 86,000 1,556,083
地域一体となった観光サービスの高付加価値化事業費
補助金　60,000
地方創生臨時交付金　20,000　ほか

16 府 支 出 金 1,114,378 2,000 1,116,378 移住促進事業費補助金

17 財 産 収 入 27,149 27,149

18 寄 附 金 301,600 301,600

19 繰 入 金 200,913 7,000 207,913 財政調整基金繰入金

20 繰 越 金 1 1

21 諸 収 入 150,974 44,000 194,974 「つながる！宮津観光圏実証事業」事業者負担金

22 市 債 816,814 816,814

11,891,923 139,000 12,030,923 　

補　正
予算額

備　　　考

歳　 出　 合　 計

歳　　入　　合　　計

補　正
予算額

備　　　考
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■一般会計に係る補正

一般財源

■「選ばれるまち」に向けた総合的な移住定住対策等の充実

■宮津の宝を育むチャレンジプロジェクト

商工観光課3
充
実

－ 3,000 5,000
万博に向けたインバウンド誘客の推進
（大阪・関西万博きょうとの力創出・発
信事業）

国 5,000 0

◆阿蘇海・府中地区のナイトコンテンツ造成支援　3,000千円
　・阿蘇海ライトアップ等
　　 事業主体：「海の京都」天橋立地区協議会
　　 総事業費：22,000千円（国庫補助：17,500千円）
　※ 協議会が国「観光再始動事業補助金」の採択を受けたこと
　　 に伴い、インバウンド誘客推進として支援するもの
◆海の京都「みやづBAY花火(仮称)」の実施支援　2,000千円

諸 44,000

120,000

国 76,000

0

◆観光事業者と連携した観光地の高付加価値化　120,000千円
　・観光DX化の推進（宿泊データ収集分析システム構築等）
　・ガストロノミ ツーリズム実証事業
　※ 別途、市内46施設の宿泊施設等において、高付加価値化
　 　に資する改修（約25億円規模）を実施
　※ 国「地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付
　　 加価値化事業費補助金」の採択に伴うもの

商工観光課

7,000

◆まちなか空き家の利活用促進に向けた活用モデルの構築
　10,000千円
　・実施内容：空き家の優良な活用モデル等の構築支援
　・補助額　：1/2補助（上限：5,000千円）
◆子育て世帯への「つつじが丘団地」新築支援　4,000千円
　・対象者：子育て世帯
　・補助額：1/2補助（上限：2,000千円）
　※ 京都府「移住者受入・活躍応援計画（宮津地区）」の
　　 採択等に伴うもの

企　画　課

府 2,000

14,000

国 5,000

2
充
実

観光事業者と連携した観光地の高付加価
値化
（持続可能な観光地域づくり事業）

138,430 34,718

1
充
実

空き家の利活用促進と子育て世帯への
すまい確保支援の充実
（定住・空き家対策推進事業）

－ 15,000

令和5年度　宮津市6月補正予算【追加提案分】(案)　主要事業の概要

　※事業の番号に○がついているものは、「令和５年度６月補正予算【追加提案分】　事業等説明資料」での説明があるもの。

（単位：千円）

事　　　業　　　名
令和４年度
最終予算額

令和５年度
既決予算額

予　算　額
財　　源　　内　　訳

事　　業　　の　　概　　要 課　名
特定財源
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

5,000 2,000 7,000

国 5,000

府 2,000

テーマ別
戦　　略

施策分野

R3 R4～R13

期　待
される
効果等

担当部署 1

令和5年6月定例会　　　　　令和5年度6月補正予算【追加提案分】　事業等説明資料【一般会計(第3号)】

事業名
空き家の利活用促進と子育て世帯へのすまい確保支援の充実
～若者が住みたい、選ばれるまちづくりに向けて～
（定住・空き家対策推進事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

H23.9：みやづUIターンサポートセンターを設置
H24.4：移住者に対する空家改修補助制度を創設
R03.4：多子世帯に対する支援制度を充実
R05.4：結婚・子育て世帯へのすまい確保支援の充実
　　　　・結婚世帯への家賃、引越費用への支援
　　　　・子育て世帯への住宅リフォーム支援

14,000

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

29,000
デジタル田園都市国家構想交付金

移住促進事業費補助金

補正理由
及び

目的･目標

　市内に多数存在する「空き家」を資産と捉え、空き家の利活用促進によるすまい確保を
図るとともに、定住促進に向けた宅地分譲地「つつじが丘団地」の利活用を進めること
で、「若者が住みやすい、選ばれるまち」に向けた取組を推進するもの。
（京都府「移住者受入・活躍応援計画（宮津地区）」の採択等に伴うもの）

(参考)前年度予算額

－

・住環境の充実による移住・定住者の増加

【総合計画テーマ別数値目標】
・人口　R元 15,202人 → R7 15,450人
・宮津に住み続けたい人の割合
　　R元 61％ → R7 80％

企画財政部　企画課
移住定住・魅力発信係

 45-1609

事業概要

総計重点
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 若者が住みたいまちづくりプロジェクト■ まちなか空き家の利活用促進に向けた活用モデルの構築　10,000千円

　　未利用の空き家の利活用の促進による「すまい確保」につなげるため、２つの「空き
　家活用モデル」の構築を支援し、空き家の利活用の推進につなげるもの。

　○ 空き家活用モデルの概要
　　① 空き家優良活用モデル事業
　　　空き家を活用した優良な活用事例モデルの構築
　　② サブリース方式を活用した空き家活用モデル事業
　　　サブリース方式の普及に向けた活用事例モデルの構築

　○ 支援額（上記 、②それぞれの支援額）
　　　1/2補助（上限：5,000千円）

　○ 募集方式
　　　公募型プロポーザル方式

■ 子育て世帯への「つつじが丘団地」新築支援　4,000千円
　　定住促進に向けた宅地分譲地「つつじが丘団地」での子育て世帯向け新築支援を創設
　し、子育てしやすい環境づくりを推進するもの。
　　・対 象 者　　子育て世帯
　　・対象土地　　つつじが丘団地の分譲地（市保有地）
　　・対象経費　　住宅建築に要する経費
　　・補 助 率　　1/2（上限2,000千円）

住みたい、住み続けたいまちづくり

移住・定住促進

【宮津市総合計画以外の計画】 

第２期宮津市空家空地対策計画
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

76,000 44,000 0

国 60,000

国 16,000

諸 44,000

総計重点
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

施策分野

R3 R3～R7

期　待
される
効果等

担当部署 2

【第7次宮津市総合計画数値目標】
・観光交流人口
　　　R元：321万人⇒R7：350万人
・外国人観光宿泊客数
 　　 R元：5.4 万人⇒R7：10.0万人
・観光消費額
　　　R元：109憶円⇒R7：125憶円
・観光宿泊客数
　　　R元:64.9万人⇒R7:80.0万人

産業経済部　商工観光課
観光係

45-1625

事業概要

テーマ別
戦　　略 地域経済力が高まるまちづくり■ 観光事業者と連携した観光地の高付加価値化

　①宿泊施設・観光施設の高付加価値化改修
　　（各事業者の直接実施のため市の予算計上なし）
　　　各観光関連事業者が事業主体となり、事業者の投資により宿泊施設、観光施設（飲食店等）の高
　　付加価値化に資する改修を実施する。（R5～R6事業）
　　　・改修施設：46施設（宿泊施設：33施設　観光関連施設：13施設）
　　　・事 業 費：2,473,134千円（うち、国補助金：1,316,272千円）
　　＜改修の一例＞
　　　・旧保養所、旧福祉施設等の宿泊施設へのリノベーション
　　　・宿泊施設の高付加価値化改修など

　② 観光消費額の向上につなげる「面的観光DX化事業」　100,000千円
　　　宿泊者の属性等を収集する「宿泊データ収集分析システム」の構築及びGoogleマップを活用した
　　「Googleビジネスプロフィール（GBP）+GBP分析ツール」の導入により、市内事業者及び、市・関
　　係団体が観光客の需要を的確に把握し、施策展開の最適化、観光消費額の増加を図る。

　③ 「食」による観光誘客「宮津ガストロノミーツーリズム実証事業」　20,000千円
　　・京都調理師専門学校と連携開発したメニューや地元特産品等を活用した「食」フェア開催
　　・「食」を中心に歴史・文化、自然、温泉などが体験できる「ガストロノミーツーリズム」商品の
　　　造成等

観光振興

【宮津市総合計画以外の計画】 

宮津市観光戦略

補正理由
及び

目的･目標

　宮津市観光戦略に基づき、「満足度の向上」「観光消費額の拡大」に向けた観光地域づく
りを進めるため、誘客力の強い観光コンテンツの造成を行うとともに、観光事業者と連携し
た観光地の高付加価値化に向けた取り組みを推進する。
（国の「地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化事業費補助金」の
　採択に伴うもの）

(参考)前年度予算額 「つながる！宮津観光圏実証事業」事業者負担金

138,430

宮津の宝を育むチャレンジプロジェクト

背景･経緯

R3.5：「宮津市観光戦略」の策定に向けた地域観光経済循環分析事業の実施
R4.3：「宮津市観光戦略」の策定
R4.7：「R4:地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化事業」採択
R5.6：「R5:地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化事業」採択

120,000

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

154,718
地域一体となった観光サービスの高付加価値化事業費補助金

地方創生臨時交付金

令和5年6月定例会　　　　　令和5年度6月補正予算【追加提案分】　事業等説明資料【一般会計(第3号)】

事業名
観光事業者と連携した観光地の高付加価値化
（持続可能な観光地域づくり事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債
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（単位：千円）

国庫支出金 府支出金 その他 一般財源

5,000 0

国 1,000

国 4,000

総計重点
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

施策分野

R3 R3～R7

期　待
される
効果等

担当部署 3

令和5年6月定例会　　　　　令和5年度6月補正予算【追加提案分】　事業等説明資料【一般会計(第3号)】

事業名
万博に向けたインバウンド誘客の推進
（大阪・関西万博きょうとの力創出・発信事業）

充実 補正予算額
財　　　源　　　内　　　訳

市　債

背景･経緯

・R4.12　 ：大阪・関西万博きょうと基本構想検討会　設置（京都府）
　　　　　　→市長が検討会委員として参画（京都府市長会　経済部会長として）
・R5.4以降：大阪・関西万博きょうと万博推進委員会　設置予定（京都府）
・R5.5    ：観光庁「観光再始動事業」採択（「海の京都」天橋立地区協議会が申請）
・R7.4～10：大阪・関西万博の開催予定

5,000

(参考)補正後予算額 　特　定　財　源　の　内　訳

8,000
デジタル田園都市国家構想交付金

地方創生臨時交付金

補正理由
及び

目的･目標

　令和７年度に開催される「大阪・関西万博」については、本市が誇る産業や文化、観光資
源などの魅力を国内外に強くアピールし、地域の活性化につなげる絶好の機会であることか
ら、地域の機運醸成を図るとともに情報発信を強化し、観光誘客や地域活性化を推進する。
（国の「観光再始動事業補助金」の採択等に伴い、支援を行うもの）

(参考)前年度予算額

-

宮津の宝を育むチャレンジプロジェクト

【第7次宮津市総合計画数値目標】
・観光交流人口
　　　R元：321万人⇒R7：350万人
・外国人観光宿泊客数
 　　 R元：5.4 万人⇒R7：10.0万人
・観光消費額
　　　R元：109憶円⇒R7：125憶円
・観光宿泊客数
　　　R元:64.9万人⇒R7:80.0万人

産業経済部　商工観光課
観光係

45-1625

事業概要

テーマ別
戦　　略 地域経済力が高まるまちづくり■ インバウンド誘客を強化するナイトコンテンツの造成支援　3,000千円

　「海の京都」天橋立地区協議会が実施する阿蘇海・府中地区を中心としたナイトコンテンツ事業の実
施を支援する。

＜事業概要＞
　実施主体：「海の京都」天橋立地区協議会
　事 業 名：「Night view of the gods」神々の夜景
　実施期間：令和５年９月～10月
　総事業費：22,000千円（国庫補助　17,500千円）
　事業内容：①阿蘇海における「月夜船」の復活をモチーフにしたライトアップと特別観光船の運航
　　　　　　②元伊勢籠神社、奥宮・眞名井神社における
             「むすひ詣り夜間特別参拝」
　　　　　　③宮津伝統文化（宮津おどり、漁師町の浮太鼓、
              江尻の太刀振りなど）の公演と体験

■　海の京都「みやづBAY花火（仮称）」の実施支援　2,000千円
　観光再始動事業等のナイトコンテンツとも連動しながら、観光事業者を中心に地域主体で実施する夜
のにぎわいづくりを支援する。

＜事業概要＞
　実施主体：一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社 天橋立地域本部
　事 業 名：海の京都「みやづBAY花火（仮称）」
　実施期間：令和５年７月～10月
　総事業費：4,000千円
　事業内容：実施期間内に、宮津地区、文珠地区、府中地区、由良地区において計10～15回の花火の
　　　　　　打ち上げを行う。

観光振興

【宮津市総合計画以外の計画】 

宮津市観光戦略
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